山行実施報告書

平成２８年　９月３日

	行き先
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひうちやま),火打山)（2462m）及びEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みょう),妙)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こうさん),高山)（2454ｍ）　　　　所在地：新潟県糸魚川市、妙高市

	実施日／
天候
	平成28年　8月25日（木）～26日（金）　　晴れ時々曇り

	参加者
	計　７名
　　77～66歳（平均71歳）

	コースタイム
	1日目 新幹線（は）   しなの鉄道 　頸南直行バス　    　    　(昼食)
　東京駅＝＝＝長野駅＝＝妙高高原駅＝＝笹ヶ峰—――黒沢橋――富士見平―-高谷池ﾋｭｯﾃ―
　 6:28       8:06/8:13   8:56/9:20 10:10/10:28  11:18      13:20　 　14:15/14:30
               　　
2日目　         　 　　　　　 　（昼食）　      　　（入浴・反省会）
――火打山―-高谷池ﾋｭｯﾃ（泊）―大倉乗越――妙高山――天狗堂―――麻平――燕温泉＝＝＝
16:00/16:10  17:10/6:05　　　  7:40    10:20/10:35 12:20/12:40  14:55  15:45/18:03
妙高市営バス　ときめき鉄道　     　しなの鉄道　新幹線(は）
＝＝＝＝関山駅＝＝＝妙高高原駅＝＝＝長野駅＝＝＝大宮駅＝＝＝上野駅＝＝＝東京駅
　 　18:34/18:41　　18:50/19:06   19:47/20:34　　21:46　　　22:06       22:12
 凡例：　＝＝＝交通機関利用、　―――徒歩、　着時刻/発時刻、　新幹線　は：はくたか　
（実歩行時間）１日目：８時間１５分、２日目：９時間　　　　　　　　　

　　　　　　　（凡例）　電車・ﾊﾞｽ・ﾀｸｼｰ・航空機等乗り物：＝＝　　歩行：――


	費　用
	【交通費】　　　　　　　　　　　　　　　 　 【宿泊費】　　　　　　　　　【その他】
・電車：　　17,900円　（東京起点*） 　・山小屋：7,200円　　　　・反省会：1,000円（旅館花文）

・バス：　　　1,000円　（笹ヶ峰へ）　　　　（朝夕2食）
・バス：　 　　500円　（関山駅へ）　　　・缶ﾋﾞｰﾙ：500円　　　　　 ・入浴    :４00円（旅館花文）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・タクシー　      円              ・弁当　　：520円　　　　　小　計：1,400円
小　計：　 19,400円　　　　　　　　  　　小　計：8,220円　　　　　　合　計：約29,020円　　

	所感ほか
	1 天候が不安定な8月下旬だが、なんとか雨にならず展望も利かなかったが、厳しくも上越の奥深い山を楽しんだ2日間だった。妙高山は計画時間を2時間超え70歳台では妥当かも（以下敬称略）
2 バス終点笹ヶ峰の登山口で登山届を出す。岩村は池の平ロッジこはく前泊、7:30に登山先行快晴。
3 翌朝晴れ、焼山の噴煙と火打山の柔らかい姿を背にオヤマノリンドウとミョウコウトリカブトのなかを妙高山をひたすら目指す。途中左手雲間に越後平野と日本海の海岸線を確認。
4 妙高山山頂は晴れ渡っていたが周囲は雲がおおく展望はなかった。多湿の低木樹林帯がつづき麻平をへて燕温泉へ下った。下山時一時パラパラ雨すぐやむ。
5 燕温泉はバス停そばのホテル「花文」で入浴、ロビーにて缶ビールで反省会。食事サービスなし。

	一口アドバイス
	1 高谷池ヒュッテは完全予約制、15時まで受付（支払）を規制している。トイレ紙は備付け箱へ、ﾋﾞｰﾙ缶は持ち帰り、食事はセルフ給仕で完食のこと。お変わり自由。自炊設備ガス・水あり無料。
2 妙高山は「７０歳台には厳しいコース」とはビジターセンターのコメント。前回平成22年山行参加者の平均年齢６３歳の通し7時間25分、今回71歳で9時間40分であった。
3 紅葉の季節の高谷池周りの映像の紹介があった。素晴らしい。
	高谷池ヒュッテ予約ﾒﾙｱﾄﾞ

 suginosawainfo@gmail.com
燕温泉ホテル花文
　　　　　　　0255-82-3137

頸南バス笹ヶ峰直行バス
　　　　　　0255-72-3139
妙高市営バス　0255-74-4228

	
	
	


備考：情報入手先は、余白が少ないため活用（必要）事項のみ記載する。
